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新座市のスポ少
稲刈体験
　9月29日（日）、桐の木平に新座市のスポ少の

子どもたちやそのこ両親等38名を迎え、稲

刈体験が行われました。

　あいにくの雨模様でしたが、参加者は立派

に育った稲を大切そうに収穫しました。
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障害者福祉サービスの

支援費制度のしくみ
利用者みずからがサービスを選択し、事業者と対等な立場で契約してサービスを利用します。このときのサー

ビス費用の一部を利用者が負担し、残りは支援費として市区町村が支払います。
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支援費の請求

国の役割

制度の円滑な運営を支援します。

　　都道府県の役割

制度の円滑な運営を支援します。

また、事業者・施設の指定および

指導、監督を行います。

定指

難灘灘／嚢、
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支援費制度の対象となるサービス
◆居宅生活支援（在宅で利用するサービス）

身体障馨老 麹的障馨巻 障馨蝿
身体障害者居宅介護

身体障害者デイサービス

身体障害者短期入所

知的障害者居宅介護

知的障害者デイサービス

知的障害者短期入所
知的障害者地域生活援助（グループホーム）

児童居宅介護

児童デイサービス

児童短期入所

◆施設訓練等支援（施設に入所して利用するサービス）

身体障讐者 縄的障馨者

身体障害者更生施設

身体障害者療護施設

身体障害者授産施設

知的障害者更生施設

知的障害者授産施設

知的障害者通勤寮

心身障害者福祉協会が設置する福祉施設

F支援費制度に移行するのは上記のサービスのみで、それ以外のサービスについては従来通りに行われます。

・なかさと福祉会などのホームヘルプサービス利用

・つくし園・なごみの家などへの通所

・なかまの家・マイトーラなどへの入所
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制度の利用に関する情報の提供と相談
　サービスの利用について支援費の支給を希望する人は、必要に応じて市区町村の窓口などで、

情報の提供を受けたり、サービス利用の相談をすることができます。

●市区町村が提供する情報

　・事業者、施設に関する情報

　・相談支援に関する情報

　・サービスの利用に関する情報　など

　　支給申請

　　　　　　　　必要なサービスを選択し、市区町村へ支給の申請を行います。

　※18歳未満の障害児の場合は、申請は保護者がします。

　　支給の対象となるサービスは居宅生活支援のみとなります。

●申請に必要なもの

　・申請書

　・添付書類（利用者負担額を決定するための、本人および扶養義務者の収入や課税状況等が把

　　握できる書類や資料）

　・医師の診断書（市区町村が必要と認めた場合に提出）

　　支給決定
　　　　　　　　市区町村は、利用者から聴き取りを行い、支給決定にあたって必要な事項について勘案します。

　　　　　　　　勘案の結果、支給が適切と認めたときは、支援の種類ごとに支給決定をし、決定された内容が

　　　　　　　記載された受給者証が交付されます。

　　　　　　　●居宅生活支援の場合は居宅受給者証が交付されます

　　　　　　　●施設訓練等支援の場合は施設受給者証が交付されます

　　　事業者・施設と契約

　　　号び嚢響決定した叡利用者は選択した事業者●施設との間でサービス利用に関する契約を結

　　　サービスの利用

　　　　　　　　利用者は、事業者・施設に受給者証を提示してサービスを利用します。また、事業者はサービ

　　　　　　　スを提供した場合に記録票に記入するなどして、サービスの利用状況や支給量の残量が、利用者

　　　　　　　と事業者がともに把握できるようにします。

サービスを利用したときの費用
●利用者または扶養義務者は、サービス利用に要する費用のうち、負担能力に応じて定められた利用者負担額を

　事業者へ支払います。

●市区町村は、サービス利用に要する費用のうち利用者負担額を除いた分を、支援費として事業者へ支払います。

　（事業者の代理受領となります。）

　鰻鑓鑛議叢総顯灘繊鐵鑛璽懸願纏一態灘総鑛鑛繋糊縷難蒙灘鱗翻一膿饗鐡

●知的障害児施設への入所（魚沼学園など）　　　　　　　●作業所への通所

●重症心身障害児（者）通園事業利用（長岡寮育園など）　　●補装具や日常生活用品の給付

◆支援費制度に関する問合わせ先　中里村役場民生課福祉係　四63－3111

3 広報なかさと平成14年10月10日



藤
木
滋
人
さ
ん
火
災
初
期
、
消
鍍

の
功
績
に
よ
り
感
謝
状

　
8
月
2
1
日
、
中
里
村
田
沢
地
内
に

お
い
て
発
生
し
た
火
災
で
、
藤
木
滋

人
さ
ん
（
十
日
町
市
中
条
旭
町
）
に

消
防
長
よ
り
火
災
の
早
期
発
見
と
初

期
消
火
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
く

い
と
め
た
功
績
で
、
9
月
2
7
日
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
火
当
時
、
藤
木
さ
ん
は
会
社

用
務
に
よ
り
田
沢
地
内
を
車
で
走
行

中
、
た
ま
た
ま
現
場
を
通
過
し
よ
う

と
し
た
際
、
住
宅
の
軒
下
と
換
気
扇

の
フ
ー
ド
か
ら
煙
が
出
て
い
る
の
を

発
見
し
た
。

　
こ
の
時
不
思
議
に
は
思
い
な
が
ら

も
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
異
常

な
煙
で
あ
っ
た
た
め
再
び
引
き
返
し

火
災
で
あ
る
こ
と
確
認
、
2
階
台
所

に
入
っ
て
消
火
中
の
女
性
に
協
力
し

た
。
　
炎
の
状
況
は
深
刻
な
状
況
で
、
女

性
一
人
で
は
手
に
負
え
る
状
況
に
な

く
、
藤
木
さ
ん
の
協
力
は
初
期
消
火

に
多
大
な
効
果
を
発
揮
し
た
。

　
ま
た
窓
か
ら
周
囲
に
助
け
を
求

め
、
消
防
署
に
も
通
報
す
る
な
ど
、

こ
の
適
切
な
行
動
が
な
か
っ
た
な
ら

ば
こ
の
火
災
は
一
挙
に
拡
大
し
、
炎

上
火
災
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
行
為
は
、

初
期
消
火
中
の
女
性
の
人
命
を
も
危

険
な
状
況
か
ら
脱
す
る
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
大
な
功
績
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
平
成
14
年
9
月
2
0
日
現
在
、
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
火
災
件
数

は
2
3
件
で
、
5
人
の
死
者
が
出
て
い

ま
す
。

　
他
人
事
と
は
思
わ
ず
一
人
一
人
の

皆
さ
ん
が
「
火
の
用
心
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

戴

再
会
．
そ
し
て
収
穫
・

～
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
稲
刈
フ
ェ
ス
テ
嫁
購
幾
購

　
9
月
2
1
・
2
2
日
の
2
日
問
に
か
け

て
、
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
稲
刈
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
稲
刈
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
5
月
に
行
わ
れ
た
田
植
え
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
植
え
た
稲
を
収
穫
す

る
も
の
で
す
。

　
2
1
日
の
午
後
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

前
の
水
田
に
戻
っ
て
き
た
各
国
大
使

館
関
係
者
は
、
立
派
に
育
っ
た
稲
を

目
に
し
て
と
て
も
喜
び
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
地
元
小
学
生
ら
と
笑
顔

で
溢
れ
る
中
、
力
を
合
わ
せ
て
稲
を

刈
り
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
着
物
体
験
と
い
う
こ

縄
　，鐡繋

飛
駕》
半
年
ぶ
り
の
再
会

灘鍵き

願

と
で
、
鮮
や
か
な
着
物
を
身
に
ま
と

っ
た
大
使
館
関
係
者
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
人
た
ち
は
、
十
日
町
総
合

体
育
館
周
辺
の
博
物
館
や
武
道
館
で

行
わ
れ
て
い
る
練
習
（
相
撲
・
空
手
・

柔
道
・
剣
道
）
を
見
学
・
参
加
し
交

流
を
深
め
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
行
わ
れ
た

閉
会
式
で
は
、
稲
刈
優
秀
チ
ー
ム
に

表
彰
状
が
渡
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で

肩
を
組
み
合
い
「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
」
を
歌
い
な
が
ら
、
米
米
フ
ォ
ー

ラ
ム
ー
N
越
後
妻
有
は
盛
大
の
う
ち

に
終
わ
り
を
む
か
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
嚢
懸

艦難
羅灘

〉
稲
刈
で
の
風
景

〈
日
本
文
化
を
体
験

雛

鐡灘〉
最
後
は
全
員
で
の
熱
唱
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　　　Nk我s我t。
W段ltching

・
甲
里
村
消
防
団

　
　
気
持
ち
も
新
た
に
堂
々
癒
進

　
9
月
1
5
日
⑲
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
「
平
成
1
4
年
度
中
里
消
防

演
習
」
が
行
わ
れ
、
新
し
く
支
給
さ

れ
た
ベ
ル
ト
・
安
全
靴
を
身
に
ま
と

っ
た
中
里
村
消
防
団
が
、
き
び
き
び

と
し
た
行
動
で
演
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
消
防
演
習
に
は
、
「
体

力
練
成
」
と
い
う
こ
と
で
、
分
団
対

抗
の
綱
引
き
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
、
各
分
団
の
選
手
た
ち
は

優
勝
を
目
指
し
、
一
生
懸
命
に
そ
し

て
楽
し
そ
う
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
里
保
育
園
児
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
こ
の
日

の
た
め
に
↓
生
懸
命
練
習
し
た
踊

り
、
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

　
　
　
継
謙
　
　
　
　
．
，
．

ゆ
　
　編

㎜

》
田
沢
小
前
を
行
進

緊
張
感
の
あ
る
演
習
の
合
間
の
愛
ら

し
い
演
舞
に
、
温
か
い
拍
手
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
消
防
団
全
員
で
、
田
沢

小
学
校
前
の
国
道
1
1
7
号
線
を
行

進
し
、
堂
々
と
行
進
す
る
消
防
団

．
、
繍
　
　
，
融
籔
鞭
㈱
　
難
舞

　
　
　
　
　
響
灘
ジ

　
　
』
§
、
雛
　
　
羅

　
　
　
　
、
灘
難
伽

　
　
．
慧
　
　
灘
薄
霧
、
　
ド

．
縣
灘
慧
灘
蜘

『
薫
！

繧
響

　
∫

鰯
　搬

　
　
縫
『

灘
・
羅
鰹

　
　
撚

　
　
置
、
灘
灘

　
　
　
雛
鰯
　
　
、

豪
妄
慧

の
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
範
鱒
仰

ー
　
欝

　
難
鷲

．
．
溺
騰
雛

　
　
　
　
　
　
　
．
難
灘

》
放
水
訓
練
。
水
の
圧
力
に
2
人
が
か
り
で
支
え
る

▼分団対抗体力練成

▲すばやい動き。練習の厳しさがうかがえる

田
沢
剣
道
撫
裳

生
絶
好
調
襲

．
9
月
2
2
日
㈲
、
小
出
郷
体
育
館
で

行
わ
れ
た
『
二
市
三
魚
沼
郡
少
年
剣

道
大
会
』
に
、
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
出
場
し
、
先
月
行
わ
れ
た

県
大
会
に
続
き
、
小
学
生
女
子
団
体

の
部
で
A
チ
ー
ム
が
準
優
勝
、
個
人

の
部
で
上
原
有
貴
さ
ん
が
優
勝
と
活

躍
し
、
田
沢
剣
道
の
強
さ
を
見
せ
ま

し
た
。

　
指
導
員
の
話
に
よ
る
と
、
「
先
月

の
県
大
会
で
優
勝
し
た
の
が
自
信
に

繋
が
り
、
積
極
的
な
剣
道
を
す
る
よ

田
沢
小
児
童
額
霧

り
の
マ
ス
コ
醗
麟
、

　
9
月
2
6
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
3
年

生
の
児
童
が
、
一
週
間
く
ら
い
前

か
ら
手
作
り
し
て
い
た
交
通
安
全

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
、
学
校
前
の
国
道

1
1
7
号
線
を
通
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

人
た
ち
に
配
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
警
察
田
沢
・
倉
俣
駐
在
、

中
里
村
交
通
安
全
協
会
の
協
力
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
が
「
安
全
運
転
で

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
な
が
ら
マ
ス
コ
ッ
ト
を
手

渡
し
し
、
可
愛
ら
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト

う
に
な
っ
て
き
た
。
見
て
い
る
と
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
い
い
技
が
出
て

く
る
。
」
と
、
選
手
達
を
称
え
、
好

調
ぶ
り
を
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲左から渡邉響子さん、吉楽宏美さん、

　上原有貴さん（団体Aチーム）

を
受
け
と
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
笑

顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
応
え
な
が

ら
、
早
速
お
守
り
の
よ
う
に
車
内
に

取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

雛
．

．
饗

　　　　鱗
蒸

鰺
，
、
雛

▲突然のプレゼントにドライバーも笑顔
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かんきょう だより

　　　　　　　　　　　　地球規模の環境問題

　私達がいまのまま生活を続けると、将来地球の温度が上昇して大変なことになると言われています。「地球

温暖化」ってよく聞きます。要因の一番に二酸化炭素濃度の増加といわれ、二酸化炭素はどこの国からも排出

され地球上空にたまってしまいます。世界全体で考えなければならない問題です。今回は地球温暖化について

掲載します。

3 地球温暖化とは？
　20世紀中の100年間に0．4～0．80C気温が上がったとされており、このままでは100年後には1．4から5，8℃も温

度が上がると予想されています。地球の気温が上がると、南極の氷や氷河がとけたりして、海水面も50cmも上

がる可能性があると言われています。

◎地球温暖イヒの原因
・地球を包んでいる大気には温室効果ガスといって、太陽から降り注いでくる光の一部を逃がさないようにし

　て地球の温度を私たち人間が生活しやすい温度にしてくれているガスが含まれています。

　この温室効果ガスが増えすぎると地球が温暖化となります。

・大量生産、大量消費、大量廃棄をべ一スにしたライフスタイルの変化です。石油や石炭の化石燃料の使用量

　の急増、電化製品・照明の増加等によるエネルギーの消費は二酸化炭素を大量に放出しています。

・森林は炭素を吸収し酸素を放出する「同化作用」をしています。しかし広範囲で森林を伐採し減少させてし

　まいました。森林の減少は大気中の二酸化炭素の処理能力も減らしています。

◎地球が温暖化するとどうなるのll
・気象上の激しい変化が起こる。台風や大雨、洪水の発生が増える地域、乾燥がひどくなるところとそれぞれ

　極端になる。

・高地の氷河が溶け出して洪水が起きる。

・南極やグリーンランドをおおっている氷が溶け出して海水面が上昇する。

　海水面が上昇すると沿岸部や海抜の低い島は水没する。

・農業や漁業がなりたたなくなる。世界の食料不足が起こる。

⑰私魔嚇癒敵蜜る電と

　地球温暖化を防止するには、二酸化炭素の排出を減らすことが大事なことです。

■ものを大切に　　　　　　　　　　　　　　洗濯機での洗濯は、
　私たちの生活の中でいつも使っているものは、石　　　適量をまとめて1

油や石炭、天然ガスなどを燃やして作っているもの

がいっぱいあります。新しいものを買うときは、地

球にやさしい製品、リサイクルできる製品、リサイ

クルされた製品を選ぶのも大事です。

■エネルギーのむだ使いに気をつける

　部屋の電気やテレビのつけっぱなし、冷蔵庫の開

けっぱなしはやめる。給湯温度を下げる。

■自動車の適正な使用を（酸性雨にも関係）

　短距離の移動は、徒歩か自転車にする。

　自動車の駐停車時は必ずアイドリングストップ

■植物を大切に

　木などの植物は二酸化炭素を吸収してくれるの

で、緑を大切にして、植物を育てよう。

門
、　象’

　　ノ

o　蝉　嵐　獅

GO
▽ ’

㈱
必要でない電灯をつけ
っばなしにしない！

　　　困
　　！3曳、

吸弘、．

　　　　　へ
　　　㌔脚騨一・

石油ストーブやヒーター、

電気こたつを1日中つけっ

ぱなしにしない！

馨
、
、
鞠

近くまでの用足しに
車を使わない一！

麟⑧
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短
編
ビ
デ
オ
・
フ

エ
ス
テ

イ
バ
ル
に
つ

い
て

　
第
1
回
の
芸
術
祭
は
、
そ
の
場
所
の
地
形
、
風
土
に

根
ざ
し
た
作
品
を
野
外
展
示
す
る
と
い
う
手
法
を
中
心

に
実
施
し
ま
し
た
。
2
回
目
は
、
こ
の
点
を
継
続
し
な

が
ら
、
更
に
周
遊
性
、
集
客
性
も
増
す
よ
う
な
企
画
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
具
体
的
な
形
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
「
短
編
ビ
デ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
に
向

け
た
作
品
募
集
で
す
。

　
芸
術
祭
と
映
像
作
品
の
ど
こ
に
接
点
が
あ
る
の
か
疑

問
に
思
う
方
も
い
ら
つ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
・

次
の
理
由
か
ら
、
映
像
作
品
を
芸
術
祭
の
大
き
な
柱
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

①
映
像
は
現
代
ア
ー
ト
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る

②
多
く
の
制
作
者
層
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
作
品
募
集
に
は
相
当
の
反
響
が
あ
る

③
映
像
分
野
の
新
規
開
拓
は
、
新
た
な
芸
術
祭
フ
ァ
ン

　
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
な
る

④
上
映
場
所
配
遣
の
工
夫
で
、
空
き
店
舗
対
策
、
商
店

　
街
活
性
化
へ
結
び
つ
け
ら
れ
る

　
こ
う
し
た
可
能
性
を
秘
め
た
映
像
作
品
は
、
周
遊
性
、

集
客
性
の
面
で
も
、
ま
さ
に
第
2
回
芸
術
祭
の
「
隠
し

球
」
と
言
え
ま
す
。

　
ひ
と
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
そ
こ
で
の
交
流
が
ま
た

次
の
ひ
と
の
流
れ
に
つ
な
が
る
、
そ
ん
な
芸
術
祭
を
目

指
し
て
第
2
回
は
幕
開
け
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
概
要
】

●
短
編
ビ
デ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品
の
募
集

・
応
募
資
格
資
格
、
年
齢
、
国
籍
問
わ
ず

・
募
集
テ
ー
マ
　
芸
術
祭
の
テ
ー
マ
に
即
し
た
も
の

・
募
集
期
間

　
登
録
用
紙
提
出
締
切
り
　
H
月
5
日
必
着

　
作
品
提
出
締
切
り
　
　
　
1
2
月
2
日
必
着

●
審
　
査

・
一
次
審
査
結
果
発
表
　
2
0
0
3
年
－
月
31
日

・
一
次
審
査
通
過
作
品
上
映

．
2
0
0
3
年
7
月
2
0
日
～
9
月
7
日
（
芸
術
祭
期
間
中
）

※
広
域
6
市
町
村
内
で
上
映
（
空
き
店
舗
や
、
飲
食
店
、

　
公
共
ス
ペ
ー
ス
を
想
定
）

・
二
次
審
査
結
果
発
表
・
授
賞
式

　
2
0
0
3
年
8
月
2
4
日

●
　
賞
　
　
大
賞
を
は
じ
め
、
視
聴
者
特
別
賞
を
設
定

●
応
募
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

・
大
地
の
芸
術
祭
・
花
の
道
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課
内
）

　
T
E
L
O
2
5
7
－
5
7
1
2
6
3
7

　
F
A
X
O
2
5
7
－
5
7
1
2
2
8
5

　
国
－
日
毘
”
ぎ
h
o
◎
0
9
一
σ
o
o
み
。
。
⊆
唇
貰
ご
℃

　
目
ε
”
＼
＼
（
ミ
≦
●
の
9
お
o
－
房
⊆
ヨ
震
二
℃
＼
＜
こ
8
8
。。
＼

　
※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
有
り

　
清
津
峡
温
泉
地
内
に
平
成
1
5
年
4
月
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
、
老
朽

住
宅
等
活
用
交
流
施
設
砂
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

　
施
設
名
は
、
応
募
さ
れ
た
名
称
の
中
か
ら
名
称
選
定
委
員
に
よ
り
1
案
を
選

定
決
定
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
記
入
事
項
を
記
載
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。
1
人
に
つ

　
　
　
　
　
　
き
1
案
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
記
入
事
項

◆
応
募
締
切

◆
応
募
先

◆
賞
　
　
金

◆
選
定
発
表

◆
施
設
概
要

名
称
案
、
名
称
説
明
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

平
成
1
4
年
H
月
1
8
日
㈲

『
〒
9
4
9
1
8
4
9
2
　
中
里
村
役
場
企
画
観
光
課
』
宛

金
3
万
円

n
月
2
5
日
発
刊
「
広
報
な
か
さ
と
」

　
村
は
住
民
の
交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
場
を
2
ヶ
所
施
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
同
様
な
施
設
を
清
津
峡
温
泉
地
内
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村

内
の
温
泉
を
利
用
し
た
交
流
施
設
整
備
を
達
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
当
該
施
設
は
、
老
朽
住
宅
を
購
入
し
、
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
内
か
ら
湧
出

し
て
い
る
温
泉
を
利
用
す
る
も
の
で
、
清
津
峡
地
区
住
民
及
び
村
内
外
の
人
的

交
流
を
深
め
地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
問
合
わ
先
　
中
里
村
役
場
企
画
観
光
課
　
晋
（
0
2
5
7
）
6
3
－
3
1
1
1

第
4
厩
遷
き
灘
き
大
学

開
催
し
議
霧

◆
日
時
1
0
月
2
3
日
㈱

　
午
後
7
時
3
0
分
～

◆
場
所
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
村
山
芳
正
氏

◆
テ
ー
マ

　
「
少
子
化
時
代
の
子
育
て
を
考
え

　
る
幼
児
期
～
学
童
期
に
か
け
て
」

精
蕪
麹
譲
潮
催

◆
日
時
，
1
0
月
2
9
日
㈹

　
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

◆
場
　
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員

　
中
条
第
二
病
院
　
須
賀
院
長

◆
予
約
先
　
役
場
民
生
課

　
忠
6
3
1
3
1
1
1

広報なかさと平成14年10月10日7



囹國国回

灘

齊藤嵩大くん（1歳）⑳
喜男・美江さん夫妻の長男（通り山）

　笑顔が印象的な嵩大くん。とても活

発で、私が伺ったときはあっちこっち

に動きまわり、手の感触を確かめるよ

うに豆を握ったり放したりと「豆まき

」をして遊んでいました。

　人見知りをあまりしないので、会う

人みんなに笑顔で接し、元気にはしゃ

ぐ姿はとても可愛らしいので、よく家

族で出かける「ゆくら」や「ミオン」

ではすっかり人気者です。

　お父さんは、そんな嵩大くんに「明

るく素直な子になってほしい」とはな

田
編
灘
讐
響
ヲ

　
　
　
　
ー
、
．
灘
蕪
灘
雛
ラ
ブ

加
入
譲
望
嚢
難
、
簗
聾

◆
種
　
目

　
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（
基
礎
ス
キ
i
）

◆
対
象

　
小
学
2
年
生
以
上
男
女
、

◆
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
（
冬
期
）

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

無
糧
鎌
縷
翻
鎌
開
催

　
新
潟
県
弁
護
士
会
等
に
よ
り
ま
す

巡
回
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
日
頃
ト
ラ
ブ
ル
等
で
お
悩

み
の
方
こ
の
機
会
に
弁
護
士
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
へ
予
約
願
い
ま
す
。

◆
場
　
所
　
・

　
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場

◆
会
費
1
万
円
（
予
定
）

（
シ
ー
ズ
ン
券
1
万
5
千
円
た
だ
し

　
兄
弟
2
人
目
か
ら
1
万
円
）

◆
加
入
希
望
者
連
絡
先

・
指
導
員
代
表
　
大
島
康
太
郎

　
盈
5
8
1
2
3
0
5

・
母
集
団
会
長
　
滝
沢
浩
平

　
晋
6
3
－
4
0
2
5

◆
日
時
1
1
月
1
9
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

◆
場
’
所

　
中
里
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
予
約
先
　
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　
晋
6
3
1
3
1
1
1

風
し
灘
の
灘
防
褄
種
を

行
な
い
ま
講

　
先
に
健
康
力
レ
ン
ダ
ー
で
周
知
し

た
と
お
り
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ

り
、
下
記
の
対
象
者
に
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
62

年
1
0
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
1
4

歳
以
上
2
3
歳
以
下
の
方
で
、
過
去
に

「
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
」

「
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
」
方
を
対
象
に
接
種
を
行

な
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
1
0
月

18

日
囲
ま
で
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

接
種
期
間
・
会
場
な
ど
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
民
生
課
保
健
衛
生
係

　
晋
6
3
－
3
1
1
1

　
麹
叛
籔
野
撫
癒
惑
灘
繋
灘
雛
欝
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
礁
馨
戴
．
嚢
騰
論
薦
麗

　
平
成
1
5
年
4
月
田
中
地
内
に
誕
生
の
小
規
模
作
業
所
「
仮
称
“
な
か
さ
と
作

業
所
」
の
名
称
を
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

　
施
設
名
称
の
決
定
は
、
名
称
選
定
委
員
に
よ
り
1
案
を
選
定
し
決
定
し
ま
す
。

◆
公
募
方
法

　
所
定
の
公
募
用
紙
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
1
人
何
案
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
選
考
の
都
合
上
、
応
募
用
紙
－
枚
に
つ
き
1
案
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
記
入
項
目
　
名
称
案
・
名
称
説
明
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

◆
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切
　
平
成
14
年
1
0
月
31
日
㈲
必
着

◆
応
募
方
法

《
応
募
箱
と
専
用
応
募
用
紙
設
置
場
所
》

　
中
里
村
役
場
－
階
住
民
ホ
ー
ル
、
ユ
ー
モ
ー
ル
入
口
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
、

　
ゆ
く
ら
妻
有
、
総
合
セ
ン
タ
ー

《
郵
送
で
の
応
募
の
場
合
》

　
『
〒
9
4
9
－
8
4
9
2
中
里
村
役
場
民
生
課
』
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
賞
　
　
品

　
名
称
案
に
選
ば
れ
た
方
に
は
温
泉
休
養
施
設
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
「
ゆ
く

ら
妻
有
」
の
共
通
回
数
券
2
0
回
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
㈱
な
か
さ
と
協
賛
）

◆
施
設
概
要
　
中
里
村
に
は
今
ま
で
、
障
害
を
持
っ
た
方
の
施
設
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
村
で
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
核
と
し
た
運
営
を
前
提
に
、

新
潟
県
の
運
営
費
補
助
金
を
受
け
て
、
小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
田
中
集
落
内

に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
違
い
を
こ
え
て
集
ま
り
、
楽
し
く

愉
快
に
一
日
を
過
ご
し
な
が
ら
も
、
仕
事
を
少
し
ず
つ
す
る
こ
と
で
、
社
会
参

加
を
果
た
し
、
地
域
の
人
々
と
交
流
し
な
が
ら
、
地
域
を
信
じ
、
生
き
て
い
く

力
を
持
て
る
場
所
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
中
里
村
役
場
民
生
課
　
晋
（
0
2
5
7
）
6
3
1
3
1
1
1

麟
嫌
譲
灘
．
綴
潅
鶉
黛
麟
謙
灘
齢
餐
灘
巣
、
・
．

プ
ー
ル
じ
ょ
ん
の
び
ツ
ア
ー
』
が
1
1
月
に

翻
難
馨
雛
諜
綾
。
灘
細
結
懸
狸
藩
お
翻
羅
態
灘
蕗
シ

8



圏闘圏團

『
か
藩
懸
織
の
謄
猶
《
双
子

ち
惣
溺
難
議
謎
鎌
鶏
欝
ん
の

親
子
の
，
趨
懸
難
．
繊
欄
繋
内

　
双
子
ち
ゃ
ん
・
三
つ
子
ち
ゃ
ん

を
も
つ
お
母
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
を
対

象
に
親
子
の
つ
ど
い
を
お
こ
な
い
ま

す
。
　
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
1
0
月
2
4
日
㈲

　
『
ど
縫
難
．
．
、
⑦
日
』

～
ふ
れ
あ
懸
鎌
雛
難
謬
ク
～

◆
日
時
1
0
月
2
6
日
出

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
場
　
所
　
十
日
町
市
役
所
駐
車

　
場
・
千
歳
公
園

◆
内
　
容

・
土
木
の
仕
事
・
現
場
紹
介
（
パ
ネ

　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

◆
会
　
場

　
十
日
町
市
公
民
館
第
1
集
会
室

◆
内
　
容

・
楽
し
く
み
ん
な
で
親
子
あ
そ
び

・
お
し
や
べ
り
会

◆
費
　
用

　
お
や
つ
代
と
し
て
1
0
0
円
程
度

◆
申
込
み
先

　
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

　
忠
5
7
1
2
4
0
2

　
ル
展
示
等
）

・
建
設
機
械
試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
除
雪
機
械
試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
（
高
原
野
菜

　
直
売
・
錦
鯉
つ
か
み
取
り
・
豚
汁
・

　
そ
の
他
出
店
）

◆
主
　
催

　
十
日
町
土
木
事
務
所
・
中
魚
沼
土

　
木
振
興
会

福
鮎
…
灘
・
糠
覇

　
　
　
臨
騰
簿
張
糟
談

　
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
人
材
を
必
要
と
す
る
福
祉
施
設

等
を
対
象
に
、
就
業
希
望
者
の
紹
介

等
の
求
人
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
業
希

望
者
を
対
象
に
、
仕
事
内
容
や
必
要

な
資
格
の
取
得
方
法
、
就
業
活
動
な

ど
に
つ
い
て
の
求
職
相
談
を
行
い
ま

す
。　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
§
●
§
●
§
●
・
…
ー
●
…
●
き
●
！
…
●
…
ー
●
§
●
旨
…
●

平
威
灘
難
灘
漏
藩
目
か
ら
焼

却
蠣
薦
灘
製
懲
馨
懸
縣
の
構
造

基
準
が
強
儀
鍵
灘
蒙
鎌
聾

○
焼
却
炉
の
大
き
さ
に
関
係
な
く
廃

　
棄
物
を
焼
却
す
る
全
て
の
焼
却
炉

◆
場
所
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

◆
日
時
1
1
月
2
7
日
㈱

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
対
　
象

　
十
日
町
地
域
の
住
民
・
福
祉
施
設
・

社
協
◆
相
談
内
容

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
求

人
・
求
職
相
談
、
資
格
取
得
等
の
相

談
、
登
録
及
び
情
報
提
供

◆
問
合
せ
先

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
盈
0
2
5
1
2
8
1
1
5
5
2
3

　
の
構
造
基
準
が
平
成
1
4
年
1
2
月
1

　
日
か
ら
強
化
さ
れ
ま
す
。

○
構
造
基
準
に
適
合
し
な
い
焼
却
炉

　
で
の
廃
棄
物
の
焼
却
行
為
は
野
焼

　
き
に
該
当
し
罰
則
が
か
か
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　饗　　　墾雛
　
メ
ゆ
む

　
鞭
騨
蘇

繍｛村越裂糸己攣／上山

揃｛大島重濤芋川新田

酵｛春日菖轟山崎

紬｛南雲誓ろ季／堀之内

ひ　　　　　　　　　エよ
鎌｛服部美菊香／宮中

吉楽洋一（87）宮　中
山　田　ヒサ子（74）宮　　中

井之川サイ（80）如来寺

※掲載を希望しない方は届け出の際に
　申し出てください。一

⑳行政相談員の“ご存じですか？”［國㊥

　　総務省の行政相談制度はオンブズマン的機能を発揮してい

　ます。

　　オンブズマン制度は1809年にスウェーデンで初めて設け

　られ、第2次世界大戦後世界各国に普及しました。

を欝叢響●勧告し・簡易かつ迅速1こ問題轡

広報なかさと平成14年10月10日9



現在の雇用失業情勢や雇用保険財政状況を考慮し、「労働保

険の保険料の徴収等に関する法律」の規定により、平成14年10

月1日から雇用保険料率を1000分の2引き上げるとともに、保

険料の追加徴収を行うこととなりました。

●雇用保険料の変更

1000分の2の引き上げ分は、事業主の方、被保険の方、それ

ぞれ1000分の1づつの負担となります。

事業主の皆様におかれましては、10月以降給与から控除する

際には十分にご注意ください。

●保険料の追加徴収

各個別事業主の皆様へは、12月中旬に郵送により納付して頂

く金額をお知らせし、平成15年1月31日までに納付していただ

くことになる予定です。

◆お問い合わせ先・

新潟労働局、労働基準監督署、ハローワークまで

次のようにスポーツ大会が行われます。みなさまのあたたか

いご声援をお願いします。

◎中里剣道大会～田沢小学校体育館～

◆日　時　10月13日（日）午後1時30分～

◎中里バスケットボール大会～中里中学校体育館～

◆日　時　10月20日（日）午前9時～，

※なお、9月10日に配布された『後期生涯学習プログラム』に

掲載されている日付より早まっておりますので、ご注意くだ

さい。

10／13 庭 野　医　院奪右冒謬

冨 10／14 田中外科医院誉苞蒔響

7勺

lO／20
たかき医院聾筍蒔謝

8 上 村　病　院鶯3重2紐

10／27 本町クリニック騨着蒔堺

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
は
、
テ
レ

ビ
・
新
聞
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
た

く
さ
ん
の
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。

　
あ
ま
り
に
も
多
角
化
複
雑
化
す
る

情
報
に
、
そ
の
本
質
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。　
「
正
確
な
情
報
の
も
と
で
考
え
、

判
断
す
る
。
」
当
た
り
前
の
こ
と
の

よ
う
で
、
な
か
な
か
難
し
い
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
正
確
な
情
報
と

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
『
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
』

　
自
分
の
目
や
耳
が
一
番
正
確
な
情

報
収
集
手
段
な
の
は
間
違
い
な
さ
そ

う
で
す
。

　10月15日～11月5日
暮高》しの1内し〉ウヂー

15㈹

16㈱

遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：30

補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

17㈲

18働
心配こと相談（南雲勝男）固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

19仕）

20（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

21（月）

22㈹ 風しん固保健センター　◎14：00～14：30

23㈱

人権相談・行政相談　固デイサービスセン
ター　　◎10：00～15：00

ポリオ生ワクチン　固保健センター
◎13：30～14：00

24㈲

25働

心配こと相談（村山篤稔）固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

26出

27（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

28（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

29㈹
精神相談日　固老人福祉センター
◎13：30～14：30

30㈱ 母親学級固保健センター　◎9：30～9：45

31（木）

1働 心配こと相談（廣田和子）固デイサービ
スセンター　◎13：30～16：00

2仕）

3（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

4（月）

5㈹

　　※変更讐蕎場欝が訪燈謙罐。詮翔の際ぽ確認巻

　　　　　　　　　i捻願嬉難誘諜騰o
購　　　◎

●人ロ

●世帯数

9月末現在（）は前月比

男　3，213人（＋1）

女3，220人（＋2）
計6，433人（＋3）
　1，699　　（十　2）
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